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研究成果の概要（和文）：本研究は全体を通じて極めて順調に推移し、結果として当初の計画以上の成果を残す
ことができた。具体的には、令和元年度は、査読付き国際学術誌に4本の論文採択、分担執筆書籍1冊、国際ワー
クショップの招待討論１件、国内ワークショップでの発表1件、そして国際シンポジウムにおける発表１件であ
った。令和2年度は、査読付き国際学術誌に6本の論文採択があった。　令和3年度は、インパクトファクター付
きの国際学術誌に採択された12本を含む13本の論文掲載があった。令和4年度は、インパクトファクター付きの
国際学術誌に採択された9本の論文と共著書籍1冊である。

研究成果の概要（英文）：This project went very well in general. The research outputs include 31 
academic papers and 2 coauthored books: 4 papers and 1 book for FY2019; 6 papers for FY2020; 12 
papers for FY2021; and 9 papers and 1 book for FY2022. The journals that appeared include Frontiers 
in Public Health: Health Economics, Journal of Gambling Studies, International Journal of 
Environmental Research and Public Health: Health Economics, and Journal of Consumer Affairs. The 
research contributions are not just to the field of financial literacy-anxiety but the relationship 
between financial literacy and risk-aversive behaviors in terms of household finance and 
health-related behaviors.

研究分野：行動ファイナンス、医療経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、急速な少子高齢化の進展と社会保障費の増大が喫緊の社会的課題となっていた我が国において、こ
れまでほとんど研究が行われていなかった、個人の金融リテラシーと老後の不安の関係に関する研究の不在を埋
めた。さらに、研究の途中で、金融リテラシーが老後の不安のみならず、老後不安の要因となる他の要因にも関
連していることに気づき、それらの領域を深掘りした。具体的には、家計リスク（例：特殊被害脆弱性）、健康
リスク行動（喫煙・ギャンブル依存、飲酒・運動習慣）、そしてコロナ禍での孤独リスクやワクチン回避行動等
である。本研究は、金融リテラシーがこれらの点でも人々のリスク軽減に寄与している可能性を提示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
急速な少子高齢化の進展と社会保障費の増大が喫緊の社会的課題となっていた我が国におい
て、人々の老後の生活不安の軽減は極めて重要なテーマであった。先行研究では、人々の老後に
対する不安の大きさが、現役世代の過剰な予備的貯蓄行動に起因する実態経済への悪影響に加
え、人々の手厚い社会保障の求めにつながり政府による社会保障費がますます増大することが
指摘されていた（例えば Dardanoi, 1991; Kazarosian, 1997; Menegatti, 2007）。日本の人口動
態は今後数十年に渡り、人口に占める高齢者の割合が増え続けることが予測されており、それに
伴って増え続ける社会保障費の効率化につながる人々の老後不安の軽減が一層の注目を集める
ことは明白であった。 
一方、金融研究の分野では、個人の金融リテラシーの高さが、資産蓄積や老後の生活設計に有
利に働くことは別途先行研究(例えば Alessie et al, 2011)により当時から知られており、金融教
育の普及による個人の金融リテラシーの向上が、人々の老後不安の軽減につながる可能性は十
分にあると考えられた。 
しかし、個人の金融リテラシーと老後の不安の関係については当時はほとんど研究が行われ
ていなかった。これには２つの理由が考えられた。ひとつは、人口の少子高齢化が先進国やその
他の東アジア諸国を中心とした世界的現象である一方で、その進展速度は日本が突出しており、
日本以外の国では人々の老後の不安に対する関心が相対的に高くなかったこと。もうひとつは、
老後の不安に対する関心が高い日本において、金融リテラシーに関する研究は、特に先行する欧
米諸国と比べて極めて新しく、研究の蓄積が限られていたことである。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、金融リテラシーが老後の不安に与える影響のメカニズムを解き明かすことで
ある。 
 
 
３．研究の方法 
本研究の方法は、３つの段階を踏んだ。個人の金融リテラシー測定指標（簡易版）と老後の不
安の度合い指標を含む全国家計パネル調査である、大阪大学「くらしの好みと満足度に関するア
ンケート調査」を用いて金融リテラシーが老後の不安にどのような影響を与えるかを概観した。
なお、同調査は日本のみならず、米国のデータも同様の分析に使えることから、分析の一部に米
国との比較の視座を加えた研究を行った。 
次に、全国家計調査である広島大学「日本の高齢者の経済活動と認知症対策に関する意識調査」
を用いて金融リテラシーが老後の不安に作用するメカニズムを深掘りした。同調査はもともと
高齢者の自律的な経済活動を支援する目的で行ったものだが、研究代表者は調査当時から、将来
的に金融リテラシーの向上が同目的に間接的に影響する可能性について考えており、金融リテ
ラシー測定指標に加え、Tennyson (2011)提唱の保険リテラシー測定指標を、従来の老後の生活
不安指標とともに調査票に入れ込んでおいた。本研究ではこれらの情報を活用し、高齢者の保険
リテラシーや特殊詐欺被害可能性についても深掘りした分析を行った。 
最後に、本研究は金融中央広報委員会から提供された「金融リテラシー調査」を用いてこれま
での調査結果の確認と政策インプリケーションの導出、そして今後の研究の国際展開に対する
展望を模索した。金融中央広報委員会の調査はほぼ金融リテラシーのみに特化しているため設
問数こそ少ないが標本数に強みがある。同調査の標本数は約 25,000 と他の全国規模の家計調査
と比較しても豊富で、例えば都道府県別の金融リテラシーの特徴についての分析も可能になっ
ている。本研究ではこの時点で既に明らかになった金融リテラシーが老後の不安に与える影響
のメカニズムを下敷きに、標本数の豊富な金融中央広報委員会のデータを用いて具体的にどの
ように個人の金融リテラシーを高めていったらよいかに焦点をあてた政策インプリケーション
の導出を試みた。 
さらに、研究の途中で、金融リテラシーが老後の不安のみならず、老後不安の要因となる他の
要因にも関連していることに気づき、それらの領域を深掘りした。具体的には、家計リスク（例：
特殊被害脆弱性）、健康リスク行動（喫煙・ギャンブル依存、飲酒・運動習慣）、そして期せずし
て生じたコロナ禍での孤独リスクやワクチン接種行動等である。 
 
 
４．研究成果 
本研究は全体を通じて極めて順調に推移し、結果として当初の計画以上の成果を残すことが
できた。令和元年度は、査読付き国際学術誌に 4本の論文採択、分担執筆書籍 1冊、国際ワーク
ショップの招待討論１件、国内ワークショップでの発表 1件、そして国際シンポジウムにおける
発表１件であった。論文が採択された雑誌は Journal of Financial Crime、Journal of Women 



& Aging、Sustainability、そして Journal of Gambling Studies である。分担執筆書籍は藤田 
卓仙・小賀野 晶一・ 成本 迅編著「認知症と情報」である。国際ワークショップはアジア開発
銀行年次総会、国内ワークショップは生命保険文化センター「人生１００年時代におけるライフ
マネジメント」研究会、国際シンポジウムは The 11th INDAS-South Asia International 
Conference, “Life and Death in Contemporary South Asia”であった。 
 令和 2 年度は、査読付き国際学術誌に 6 本の論文採択があった。論文が採択された雑誌は
International Journal of Environmental Research and Public Health(2 本 ）、
Sustainability(3 本）、Frontiers in Public Health: Health Economics(1 本）である。その
他、2020 年日本経済学会秋季大会の指定討論者、第 15 回医療経済学会全国大会の実行委員（セ
ッション座長）、2020 年度家計経済学・ハウスホールドファイナンスコンファレンスの指定討論
者、生命保険文化センター「人生１００年時代におけるライフマネジメント」 研究会メンバー
等を務め、研究の意見交換に役立てた。 
 令和 3 年度は、インパクトファクター付きの国際学術誌に採択された 12 本を含む 13 本の論
文掲載があった。論文が採択された雑誌は International Journal of Environmental Research 
and Public Health(IF=3.390, 3 本）、Sustainability(IF=3.251, 5 本）、Journal of Gambling 
Studies (IF=3.655, 1 本）、Frontiers in Psychology (IF=2.990、1 本）Journal of Consumer 
Affairs (IF=2.131, 1 本）、Transportation Research (F): Traffic Psychology and Behaviour 
（IF=3.261, 1 本）、Gerontologie et societe;（IF なし, 1 本）である。 
その他、2021 年日本経済学会秋季大会の指定討論者、日本公共政策学会研究大会企画委員、生
命保険文化センター「人生１００年時代におけるライフマネジメント」 研究会メンバー等を務
め、研究の意見交換に役立てた。 
 令和 4年度は、インパクトファクター付きの国際学術誌に採択された 9本の論文と共著書籍 1
冊である。掲載された雑誌は International Journal of Environmental Research of Public 
Health: Health Economics (IF=4.614, 5 本)、IEEE Access (IF=3.467, 1 本）、BMC Public 
Health (IF=4.135, 1 本）、Behavioral Science（IF=2.286, 1 本）、Sustainability (IF=3.889, 
本）である。また、共著書籍は Mahajlo Jakoljevic and Seiritsu Ogura (eds)「Insights in 
Health Economics: 2021」(frontiers media)で、論文「Financial Literacy, Financial 
Education, and Smoking Behavior: Evidence from Japan」が 1本収録された。 
 令和 4年度は研究成果のメディア掲載も多かった。具体的には、日本経済新聞、朝日新聞、毎
日新聞、中国新聞の各紙で成果が写真つきで大きく掲載された。 
また、FNN プライムオンライン等のネットメディアでも研究が複数回特集された。 
  その他、令和 4 年度の成果は、2022 年日本経済学会春季大会の指定討論者、日本学術会議
「ワークライフバランス分科会」での研究報告、JILPT・日本学術会議・労働政策フォーラム「ワ
ークライフバランス研究の新局面」での指定討論者等にも役立てた。 
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